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(1)は じめ に
私は1973年4月か ら愛知県の公立高校 に勤
務 して主に 日本史 と現代社会を教え、そ して
2008年3月に定年退職 を迎えた。この稿では
公立高校での35年間に及ぶ私の個 人的な経験
をもとに、教師が高校の現場で必要 とする力
量について考察する。
期待 される教師の資質能力 に関 しては、中
央教育審議会や教育職員養成審議会の答申が
基本的な視点を提 出している。その中で、平
成17年 の中央教育審議 会答 申 「新 しい時
代の義務教育 を創造す る」においては、「優
れた教師」の条件 として 「①教職に対する強
い情熱」、「②教育の専門家 としての確かな力
量」、「③総合的な人間力」の3つ の要素が重
要だ とされた。3つ の要素の うち、「②教育
の専門家 としての確かな力量」 についての具
体的要素 としてあげ られたのは 「子 ども理解
力、児童 ・生徒指導力、集団指導の力、学級
作 りの力、学習指導 ・授業作 りの力、教材解
釈の力な ど」である。
平成17年のこの答 申は 「義務教育」 に関す
る答申であるが、その 「優 れた教師」の3つ
の要素やその具体的要素は高校教師にも通 じ
るところがあると思われる。そこで、 この稿
で はそれ らの要素の うち、「学習指導 ・授業
作 りの力」、「児童 ・生徒指導力」、「学級作 り
の力」の具体的な内容 に関 して高校を例 とし
て考察す る。方法 と しては、私の個人的経験
を材料 として分析す ることにする。 したが っ
てその結論 を単純に一般 化す ることはで きな
いが、これか らの高校における教育活動や大
学 における教師教育へ の提言の一つにはな り
うると思 う。
なお ここで述べ られる個人的な経験は、 こ
れか らの高校の教育活動に役立つか どうか と
い う観点で私が選 んだ経験であ り、 したがっ
て私の成功体験 を中心 に して考察 している。
だからといって、私の教育活動が成功体験 ば
か りだったわけではないことは当然で、む し
ろ失敗体験が多か ったといえよう。失敗体験
にもその価値はあるが、この稿では成功体験
をもとに考察 したことをおことわ りしてお き
たい。
なお以下で考察の対象 とす る高校について
簡単な説明をしてお きたい。A高 校は高校入
学者数の増加を背景に1970年代末に新設 され
た普通科の高校である。私が転勤 した当時は
教師たちが意欲的に教育活動 に取 り組んでい
たが、学ぶ意欲の低い生徒 もお り、就職希望
者数が学年生徒数の約1/4を しめる状況で
あった。B高 校 も普通科の高校である。地域
の伝統校であったが、地域 に新設 された他の
高校 などが大学進学に力を入れて生徒 を集め
るなかで、入学志望者数が減少 して入学定員
数 ぎりぎりとなるなかで、やは り学ぶ意欲を
失った生徒が一定数お り、就職希望者数がA
高校 と同 じような割合 を占めていた。C高 校
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は同 じように普通科の高校である。 この高校
は地域の伝統校 として また自由な校風で生徒
の人気 を集め、大学進学に も一定の成果をあ
げるいわゆる進学校である。
(2)学 習 指 導 ・授 業 作 りの カ ー授 業
改 善 の取 り組 み 一
私は1981年4月にA高 校 に転勤 した。ここ
では授業開始時刻に生徒が着席 しない、授業
中に生徒が私語やよそ事、居眠 りをす る、時
には授業妨害をするなどの行為が見 られ、授
業が成立 しに くい状況があった。そ して授業
内、授業外 を問わず、教師 と生徒 との間に ト
ラブルが発生す ることもあった。1985年に発
行 されたA高 校の 「年報」を見ると次の よう
なこ とが分か る。対象生徒280名の 「授業 に
関する意識調査」が行われ、そ こで授業が 「よ
く分か る」 は1%、 「分か る」が30%、逆 に
「分か らない」61%、「全 く分か らない」が7
%で 、68%の生徒は 「分か らない」、「全 く分
からない」と答えている。「分か らない」と「全
く分か らない」生徒 うち、「分か らない」理
由の第1位 は「授業の内容が面白 くないか ら」
で35%であ る。「分 か らない」理由の第2位
は 「基礎力が不足 しているか ら」24%、第3
位 は 「授業に集中で きないか ら」23%である。
(P
私は以前か ら歴史の流 れを理解 させ る授業
を心掛 けていたが、こうした状況の中で まず
取 り組 んだのは授 業改善であ った。教科書
の内容を生徒の実態に即 して精選 して再構成
し、教育内容のポイン トをしっか り決めて50
分の授業に臨むようにした。
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た とえば奈良時代の政治を扱 う 「政界の動
揺」の項でみてみ よう。 この項での主な内容
は2つ で、それは 「①政権が、長屋王→藤原
四子→橘諸兄→藤原仲麻呂→道鏡 と交代する
こと」、「②聖武天皇 による鎮護国家のための
大仏造立」である。 この項を取 り扱 うにあた
っては、権力の交代 についての学習は生徒の
頭 を混乱 させるので、私は授業のポイン トを
②の項 目に しぼ り、それに関連する限 りで①
を扱 うことにした。
さらに生徒の実態 にあわせて、で きるだけ
生徒の理解で きるかみ くだいた言葉で説明す
るようにして 「分かる授業」 を目指 した。
さらに1997年以降勤務 したB高 校の 日本史
の授業で始めたのが、私が歴 史上の人物 にな
って会話するとい う 「一人芝居」風の語 りで
あった。
た とえば 乙巳の変 に至 る中大 兄皇子 と中
臣鎌足 の蘇我氏打倒計画立案の話 を会話風に
仕立 てて話すのであ る。「皇子、入鹿の この
ごろの態度をどう思 われますか。」→ 「し一、
声が大 きいそ、鎌足。 入鹿 は何で も一 人で
決めて しまう。独裁的で国のためにならん。」
→ 「皇子、ここは入鹿 を何 とか しなければ。」
→ 「鎌足、 どうすればよいのだ。入鹿の勢力
は強いそ。」 とい うように。
これは生徒 には評判がよかった。ある年度
末 に生徒52名に対 して行 った 「アンケー ト」
の 自由記述部分に次の ような感想がある。「先
生が歴史上の人物 になった感 じでその場面 を
わか りやす くせ りふ調 に言 ってた」ので授業
が分か りやすかったとい うものや、「先生み
たいに、時には役者みたいになって歴史上の
人物 を説明 してほ しい…。」 などである。
B高校ではさらに授業プ リン トを作成 し小
テス トや中テス トを実施 した。授業 プリン ト
は教科書内容の基本的事項 を中心 に して分か
りやす くまとめ、重要事項 を空欄 に したもの
であ る。生徒 は授 業中 に私 の説明 を聞 きな
がら、空欄 を埋めてゆ くことになる。そ して
その授業プリン トか ら出題す る小 テス トを毎
回、また定期考査毎の中間時点に中テス トを
行った。 この方式 は学習の仕方が身について
いないB高 校の生徒たちに合っていたようで
評判はよかった。
年度末 に行った 「ア ンケー ト」 に よれば、
プ リン トを使った授業に関 して「とて もよい」
39名、「まあ よい」13名で、「あ まりよくない」
「全然 よくない」 は0名 であった。「とて もよ
い」代表 的な理由は、「教科書の内容が まと
めてあって分か りやす い」「書 く量が少 ない
ので先生の話 を聞 くことに集中で きる」 「プ
リン トがあるのでテス ト勉強が しやすい」 と
い う もので あった。 また小 テ ス トや 中テス
トに関する自由記述 にも 「テス ト勉強に役立
つ」、「よく覚えられる」 というものが多かっ
た。
私の授業は どの高校 において も基本的には
一斉講義方式であったが、「分かる授業」 を
目標 に生徒 の実態 に即 した授業改善を行って
きた。また、適宜発 問をした り、史料を読 ま
せ た り、簡単に意見を発表 させた りして常に
生徒 との コミュニケー ションをはか りなが ら
授業を してきた。生徒の実態 に即 して授業を
改善す る取 り組み と、生徒 との コミュニケー
ションを大切 に して授業 を組み立てることは
高校教師の力量についての考察
いつの時代 に も要請 される重 要 な点だ と思
う。「優れた教 師の条件」 の1つ であ る 「学
習指導 ・授業作 りの力」 とい うの も、まず は
授業改善に取 り組む という強い意志から始 ま
る。生徒を前に して教師が分かってほ しいと
いう意識をどれだけ持ち続 けることがで きる
かが重要な分かれ道である。
(3)「生 徒 指 導 力 」 一 生 徒 を統 制 す る
カ ー
次に 「児童 ・生徒指導力」 について考察 し
てみたい。
教師はよく 「生徒指導力」を問われる。「○
○先生は指導力がある」「口口先生は指導力
がない」 などとい う場合の 「指導力」 という
のは、た とえば授業中に静か に教師の説明 を
聞かせる力、生徒 を一箇所 に短時間に集合 さ
せる力など、要す るに生徒の行動を統制する
力量であ り、生徒 に指示 して 「生徒 を動かす」
力量である。生徒 を統制 し「生徒 を動かす」「指
導力」が教師にない と授業が成立せず学校教
育は成 り立たない。
この 「指導力」 を、先ほ どのA高 校 「年報」
掲載の 「意識調査」を受けての生徒 たちの 「座
談会」 を材料 に考えてみ よう。毎 日の授業に
対す る感想 として、ある生徒は 「先生が生徒
になめ られているような感 じ」、 また他 の生
徒 は 「お こった りしない先生 だとどんどん騒
い じゃう」 と発言 し、教師が 「静かに しろ」
と言って も生徒が聞かない状況があると指摘
してい る。そ して一方で は 「やた らこわい」
先生で 「わか らん問題があるとげんこつが と
んで くる」と 「静かになる」との発言があ り、
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「こわい」先生の授業は聞いているようであ
る。
またB高 校での 「ア ンケー ト」の自由記述
部分に、私の授業に関 して 「話 していると速
攻注意 されるので、授業 に身が入 りました。」
とある。
こうした生徒の発言やアンケー ト記述を改
めて読んでみると、「指導力」の内容 の一つ
として 「おこって」生徒 を統制す る、「注意」
して生徒を統制する とい う一面があることは
明 らかである。教師は 「強制力」 を働かせ て
生徒 を統制下 に置 こうとす る。 しか しそれは
生徒 を静かにさせているだけで、授業が成立
しているわけでは必ず しもない。同 じA高校
の 「年報」に 「意識調査」 を受 けての 「生徒
の意見 ・感想」があ り、その中に 「厳 しい先
生の授業が静かであ ると言って も、その授業
に集中しているか とい うとそうとも言い切れ
ませ ん。何 も考えず にただ静かにしているだ
けというような状況が少 なからずある」 とい
う記述がある。
授業その ものがすべて生徒 にとって有意義
だ と認識 されれば授業中の 「強制力」 は必要
な くなるが、すべての授業 を常に生徒全員を
満足 させ る授業にするのは現実的には困難な
場合があると思われるので、一定の 「強制力」
は必要になる。
以上、主 として授業場面における 「生徒指
導力」 を考察 して きたが、教師は 「生徒指導
力」 を授業場面だけでな く、他の場面で も発
揮 しなければならない。生徒 も授業中はそれ
な りにお となしくしているが、授業以外の場
面では自分の気分によって授業中よ りも自由
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に、教 師か らみれば勝手な行動 をしやすい。
だか ら授業以外の場面での 「生徒指導力」が
その教師の本当の 「生徒指導力」である。「生
徒指導力」 をできるだけ 「強制力」 に頼 らず
に発揮する方法はないのだろうか。すべての
教師が 「げん こつ」 をとばせ るような教師に
なれるわけではない。
(4)教師 と生 徒 の 人 間 関 係 作 り 一 「生
徒指 導 力 」 の基 盤 一
ではどこでも通用す る 「生徒指導力」はど
の ように して形成 されるだろ うか。次に、教
師 と生徒の人間関係作 りに関す る私の経験 を
考察 してみ よう。
前述のようにA高 校では下手をす ると授業
が成立 しなかった。その ころ私が出会ったの
が、T.ゴ ー ドンの 「教師学」の精神であっ
た。教師が 自分の感情 に素直に一人一人の生
徒の行動を整理 し、生徒 との間に受容的なコ
ミュニケーションをはかろうとするものと私
は理解 した。その後、授業中に限らずで きる
だけ受容的な態度で生徒 との関係 を築 こうと
することに したのである。
そ して私が生徒 との間の人間関係をさらに
改善 しようと考えるようになったのは、B高
校においてであった。約10年ぶ りに担任をす
ることになった私は、以前 よりもメリハ リの
きいたホームルーム経営 をしようと考 えた。
校則や社会的モラルの遵守を厳 しく指導 しな
が ら、さまざまな場面で生徒一人一人に対 し
て受容的な態度で接 した。例 えば私は、文化
祭で、私の知る限 りでは学校初めての演劇 を、
それ も市民会館の舞台でや ろうと提案 した。
生徒 は最初乗 り気でなかったので、生徒 と話
し合いを繰 り返 し、休 日に登校 を しぶ る生徒
の家 に電話 して登校 を促 し、 また準備する生
徒たちに差 し入れなどもして生徒の意欲を高
めていった。その結果、私 と生徒 との問には
少 しずつ気持のつなが りがで きていき、生徒
同士 の関係 も良 くな り、全員の生徒がやる気
になった。そ して最後は、みんなの力で、「ロ
ミオとジュ リエ ッ ト」 を演 じきった。「初め
は絶対いやだったが、や ってみて本当に良か
った。」 という生徒 の感想 は、今 で も心 に残
っている。
そ して2007年度C高 校で最後の担任 をした
時に、担任の2年 生の生徒たちが終業式 に間
に合 うようにメッセー ジカー ドを作 って くれ
た。そ こには生徒 たちの私に対する感謝の言
葉がつづ られてお り、これ までのどのカー ド
よ りも心の こもった内容で非常 に感激 した。
そのカー ドの中か ら担任である私 に関するメ
ッセージをまとめる と、「先生 は話 しやすか
った」 とい う感想 と 「授業が分か りやす い、
面白い」 とい う感想が多かった。
「先生 は話 しやすか った」 という感想が多
かった背景 として考 えられるのは、私が1年
間を通 じて積極的に生徒 に話 しかけ続 けたこ
とがあると思 う。朝のSTか ら始 まって授業
後のST、 清掃 などのあ らゆる場面で、生徒
に私の方か ら意識的に話 しかけ生徒の話 を聞
くようにした。特にお とな しくて 自分か らは
話 してこない生徒に積極的に話 しかけた。
生徒 に積極的に話 しかけて受容的 なコミュ
ニケーションをとった結果、担任の私 と話を
す ることに対す る生徒の抵抗感は少な くなっ
高校教師の力量についての考察
たのであろう。教師の方か ら積極的に話 しか
けることは教師 と生徒の人間関係作 りには非
常に重要 な契機 となる。こうした態度こそが
生徒 との人間関係作 りの基本であろう。教師
が生徒に話 しかけ、生徒か ら教師に話 しやす
い雰囲気を作 り上げることである。そ して生
徒 との人間関係作 りの結果、私の生徒への「指
導力」は高 まった と思う。
そ う考 えるの には次の ような事情がある。
高校の教師には生徒指導部に属 して生徒指導
を担 当す ることを嫌 う教師 も多い。なぜな ら、
生徒指導部は生徒が問題行動を起こ した場合
や校則 に触れた場合に直接生徒 に指導する立
場 にあ り、生徒 を叱る、生徒 に怒るな どの指
導 をしなければならない。こうした指導は生
徒 との関係 を悪化 させ る可能性 があるので、
教師の心には、避けたい、毅然 とした指導は
必要 だが自分はや りた くないという思いが働
く。学校 には生徒指導部は嫌われ役 という言
い方 もある。
C高校の最後の担任の時、私は生徒指導部
の一員 として担 当学年の生徒指導の中心であ
った。場合 によっては生徒か らは恐れられ嫌
われる役 回 りであった。そ うい う私に対 して
生徒が話 しやすい という評価 をして くれた こ
とは、生徒指導を 「強制力」 とは異 なる方法
で行 うことがで きる可能性 を示唆 している。
生徒に受容的に接 して生徒 との問に良好な人
間関係 を築 くことは、生徒指導力 を高めるは
ずである。学校現場では 「生徒指導は教師と
生徒 との信頼 関係がないとうまくいかない」
とよく言われるが、生徒 に信頼 されていない
教師が指導 してもそれは実質的な指導にはな
47
愛知大学教職課程研究年報 創刊号2011
らないか らである。
以上 をま とめてみ ると、教 師 と生徒の 間
に良好な人間関係ができて くれば、「強制力」
をあま り使わなくて も 「生徒指導力」を発揮
で きることが分かった。
(5)「生 徒 指 導 力 」 を 身 に つ け る こ と
の 難 しさ
「生徒指導力」 は一面 では生徒に対す る教
師の 「強制力」の働 きであるが、他の一面で
は 「教師 と生徒の良好な人間関係」により生
徒が従 うという働 き方 もあると考えてきた。
しか し 「生徒指導力」 のこの二面性 は、「生
徒指導力」 を身につ けることの難 しさの原因
となる。
「強制力」 と 「教師 と生徒 の良好 な人間関
係作 り」の前提 である受容的な接 し方 とのバ
ランスが難 しいのである。生徒 に受容的に接
する基本は生徒をあ りの まま受 け入れること
であるので、「強制力」 とは相容れない。 し
か し先ほ ど述べたように、教師は必ず 「生徒
を動かす」一定の 「強制力」 をもたなければ
学校で生徒へ の指導 はで きない。教師はさま
ざまな場面で、 どこまで受け入れるか、 どこ
か ら強制す るかの判断を迫 られる。 このバラ
ンスを失す ると、生徒は教師の指導に従わな
くなる可能性がある。
生徒に受容的に接す ることが大切だ と分か
っていても、現実 にはなかなか学校でそれが
広が らない背景は、教師にとって 「生徒 を動
かす」一定の 「強制力」 を失 うか もしれない
という恐怖があることである。
この点について、近藤邦夫は久冨の文章を
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引 きなが ら、教師 は 「『権威』 として子 ども
の前 に立 ちうることが、教育活動の遂行に不
可欠である」 とし、しか し教師はその 「権威」
喪失の危機に 日々さらされているという。そ
してその危機 に対 してほとん どの教師を誘惑
す る対処が 「威圧的になる」対処であるとい
う。 しか しこの対処は「子 どもの怒 りや苦痛」
を招 くことになるので、「権威 として教師が
子どもとの関係 を築けるように、大人世代が
大人世代共通の課題 としてこれを担い、学校
や教師に対 して暖かな支援 をすべ き時期」だ
という。(2)
「威圧的」にならずに 「『権威』 として子 ど
もの前に立ちうる」 ためにはどうしたらよい
だろうか。学校や教師に対す る「暖かな支援」
は今の ところあま り期待で きない。私の経験
では、教師が一人の人間 として生徒 との間に
信頼関係 を築 くことではないか と思 う。教師
と生徒 を 「教 える人」 と 「教えられる人」 に
分けるのではな く、教師 と生徒が ともに学ぶ
一人の人間という前提で人間関係を作ってゆ
くこと、そ してそのことによって築かれる信
頼関係が 「権威」の基礎になるのではないだ
ろうか。
T.ゴ ー ドンの 「教師学」では、教師自身
が感情 を持つ人間であることを自覚 して生徒
の行動を整理するところか ら 「生徒理解」が
始 まるとしている。ここで もう一度、C高 校
における私の生徒指導部員としての指導を考
えてみ よう。 この指導 に際 して私は生徒のた
めに指導が必要だ と信 じて指導 してきた。 こ
うした信念な しに指導 しても生徒は心か らは
従わないであろう。一人の人間として生徒に
接す るとい うことは、自分自身の感情や信念、
いわば弱 さも強 さも生徒の 目にみせ なが ら指
導す ることだと思 う。
これか らの教師にとって、受容的に接 しな
が ら 「生徒を動かす」指導力が必要である。
そのためには教師が生徒 との間に良好な人間
関係 を築 くことが大切だ とい うこと、 また教
師が一人の感情 を持った人間 として生徒 に接
しなが ら心 の底か ら自分の行 う指導 に自信 を
もって指導することが大切だ とい うのが私の
考えである。
(6)「ホ ー ム ル ー ム 作 りの 力 」 一 教 師
と生 徒 お よ び生 徒 同 士 の 信 頼 関 係 一
以上の ことをふ まえて、最後に 「ホームル
ーム作 りの力」 について考察する。
前述のメ ッセー ジカー ドか らホームルーム
の評価 に関す るもの を一部拾 うと、「教室 に
来るのが楽 しかった」 とい う感想が多 く、ま
た 「学校行事で 団結 した こ とや頑 張 った こ
と」、「クラス行事がで きたこと」、「勉強を頑
張れた こと」が よかったという感想 もあった。
「教室に来るのが楽 しか った」 とい う感想
はホームルームの生徒 たち同士が良好 な人間
関係 を作 り上 げていた証拠 であろ う。 この
教室で はさま ざまな場 面で生徒 同士が助 け
合い、1つ の 目標に向かって全員で努力する
姿勢がで きていった。私がホームルームの 目
標 として掲げた 「1人はみんなのために、み
んなは1人 のために」が うれ しいことに機能
したのである。 当然その背景には、ホームル
ームの生徒 たちが個 人として も集団として も
「自律」 的な行動が とれ る生徒 だったことが
高校教師の力量についての考察
あるのだが。
こうした関係が成立するためには、担任が
ホームルームの 目標を掲げる際 に、生徒同士
の人間関係作 りに関するできるだけ具体的な
目標 を掲げることが大切 である。また、生徒
が盛 り上がる学校行事 を利用 して、 またホー
ムルーム独 自の行事 を生徒 とともに作 ってゆ
くことにより、教師 と生徒、生徒同士の人間
関係 を深めてゆ くことが大切であろう。担任
が生徒 と一緒になって雰囲気 を盛 り上げるこ
とも生徒 との人間関係作 りには大切なことで
ある。
私は特にホームルームの人間関係作 りで大
切だ と思 うことがある。それは 「待つ」姿勢
である。最後のC高 校 での最後の担任の時の
ことである。あ まり清掃 に熱心 でない生徒が
いた。「やろ うよ」 と言 って も上の空で仲 良
しメンバーでお しゃべ りをしている。 しか し
そ こで怒るな どの強制力 を働かせず、いつか
やるようになるだろうという姿勢で待ち続け
ることに した。 また体育大会や文化祭などの
メンバー決めやホームルームの出し物決めに
ついて も、生徒が決めるのを待つ姿勢に徹 し
た。今 になって考 えてみる と、 この 「待つ」
姿勢 は教師にとって もとても気分が よい。イ
ライラせず にすむ。
この生徒 たちが卒業 した後の ことであ る
が、ある生徒が 「先生は押 しつけなかったよ
ね」 とい う感想 を述べたことがある。私はこ
の生徒 に対する期待、それ も学習に励む よう
にという期待を持ち続けなが ら指導 し続けた
のだが、 しか し強制的な言動 は慎 んだのであ
る。 この生徒は高校時代の私の期待を卒業後
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も覚 えていて くれたのである。いつか期待に
応 えて くれる可能性がある。
以上、生徒に話 しかけ生徒の話 を聞 くだけ
でなく、私が生徒 を指導 しなが ら 「待つ」姿
勢 に徹 したことは、ホームルームにおける教
師生徒間のそ して生徒同士の人間関係作 りに
プラスに働いたと考 えることがで きる。(3)
ホームルームにおける教師 と生徒の人間関
係、生徒同士の人間関係が どちらも良好だと
いうことはすば らしいことで、 こうした状況
下では教育効果 もあがる。実際 このホームル
ームの学業成績 は常 に上位であった。それ も
成績の上位者が多 く下位者が少ないという分
布状態であった。お互いに頑張ろ うという意
識が働 いていたようだ。またある生徒 は、自
ら室長 としてホームルームの中心的な役割を
担いたいと意欲をみせ るようになった。 こう
して後期 には室長 ・副室長の2人 は投票 をせ
ずに自然に決 まっていった。
(7)ホー ムル ー ム 担 任 の重 要 性 と担 任
を支 援 す る体 制 作 り
以上考察 して きた 「学習指導 ・授業作 りの
力」、「生徒指導力」、「ホームルーム作 りの力」
の向上のためには、一人一人の教師の取 り組
みだけでな く学校全体の取 り組みが必要にな
ろう。最後 にこの点について、ホームルーム
担任(以 下担任 と略す)の 役割に関連 して考
察する。
高校 においても担任の役割 は重要になって
きている。担任 はホームルームの生徒一人一
人の悩みや不安、変調などを察知 しなければ
ならない。担任はホームルームの生徒の行 う
50
活動や行動 についての最終責任者である。担
任 は学校や学年 を代表 して生徒を指導 しなが
ら、生徒の関係するあ らゆる事柄 に関して家
庭や管理職 ・同僚教師 との連絡 ・調整 をはか
らなければならない。「不登校」や 「い じめ」
に対処す る場合 も担任の果たす役割は非常に
大 きい。
以上のように担任の仕事は 「授業」 と並ん
で高校において最 も重要 な仕事の一つだ とい
える。 しか し担任のあ り方に関 しては課題が
多い。その背景 として、多 くの教師がホーム
ルーム経営を経験的なカンに頼って行 ってい
るとい うことがある。 もちろん経験的なカン
は大切であるが、 カンに頼 ることは担任一人
一人がいわば自分のや りたいようにホームル
ームを経営す ることにな りやすい。い くつか
のホームルームは非常 にうまく経営 されてい
るが、他のホームルームはそ うとはいえない
ということにな りやすい。 これか らの学校で
は一定以上の水準のホームルーム経営が行わ
れることが望ま しいが、この点では多 くの高
校は課題を抱 えているといえよう。
ではどうすべ きか。一つは、各高校がそれ
ぞれのホームルーム経営のあ り方に関する統
一 した基準 を作成す ることが考えられる。た
とえば、各学年 目標 を達成するための具体的
な行動計画を基礎 に、各ホームルームが1年
間に達成すべ き具体的な目標 とそのための具
体的な活動計画を作成することなどが考えら
れる。
二つ は担任に対す る支援体制作 りである。
多 くの高校では担任の仕事の重要 さに比例 し
た支援体制がで きていない。 この場合の支援
とい うのは、単 なる仕事の分担 ということで
はない。 もちろん担任の仕事 は多いので、仕
事 も分担す る必要があろう。 しか し必要 なの
はホームルーム経営上での 目標達成のための
支援である。たとえば担任が特定の生徒 との
人間関係作 りに困難を感 じた場合 の支援、ホ
ームルームの具体的 な活動 計画 に対す る支
援、「不登校」や 「い じめ」発見のための 日
常的な支援 など、 さまざまな支援が考えられ
る。
そのためには、担任 に対す る支援体制が学
校全体に 目に見える形で存在することが望 ま
しい。担任が困った時にどこに相談 した らよ
いかがはっ きりしていないのが現状であ る。
担任が 自分の困難や悩み を明 らか にしてフラ
ンクに相談で きる支援体制がほ しい と思 う。
普通 は学年主任が窓口になるのだろ うが、各
分掌主任 との連携 も必 要 になって くるだろ
う。
また別の問題 もある。それは担任が 自分の
失敗や困難を相談することをため らいがちで
あることである。 しか し現状 をみる と、ベテ
ラン教師でさえホームルーム経営 には困難を
感 じることが多 くなっている と思 われる。こ
れか らは担任か ら発信 してホームルーム経営
の水準 をあげてゆ くことが大切であろう。
そ してこうした体制作 りの基盤 には、教師
同士の間の良好な人間関係が必要である。高
校の現状か らみる と、各教科や各学年がそれ
ぞれの立場 を主張することも多い。そうした
垣根 を取 り払 うために も教師の間での豊かな
コ ミュニケーシ ョンが求め られている。
高校教師の力量についての考察
(9)ま とめ と課 題
以上述べて きたことをまとめると次の よう
になろう。高校教師に求め られる力量 として
は 「学習指導 ・授業作 りの力」 に関 しては、
生徒 の実情 に即 して授業改善 に取 り組む強い
意志 を持つ こ とである。「生徒指導力」 に関
しては、生徒 との間に良好な人間関係 を作 る
ために生徒に受容的に接 して話 しかけて生徒
の話 をよ く聞 くことである。 「ホームルーム
作 りの力」に関しては、ホームルームの人間
関係作 りに関する 目標 をもってホームルーム
経営 を行 うこと、決 してあせ らず 「待つ」姿
勢を堅持することにより生徒 との間に良好な
人間関係 を作 ることのほかに、学校行事やホ
ームルームの独 自行事 などを通 じてホームル
ームの雰囲気 を盛 り上げてゆくことが必要で
ある。
さらにホームルーム担任 を支援する体制作
りが重要であ り、そのためには教師同士の人
間関係を良好 な関係に し、学校全体 として取
り組 む姿勢 を大切 にする ことが必要であ る。
そ してこの観点 は 「学習指導 ・授業作 り」、「生
徒指導」 に関 して も生か され る必要があ る。
授業改善や 「生徒指導」 に関 して も、教師同
士が協力 して学校全体 として取 り組むことが
求め られている。
一言で言 えば、これか らの高校教師は、生
徒 とのそ して同僚教師 との良い人間関係作 り
がで きる力量が大切だ と思 う。月並みな結論
であるが人間関係作 りがで きる人間力 こそが
求め られているといえよう。
この点について今津孝次郎は 「日本の学校
では、教師の連携や協働が当然のことのよう
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に前提 とされて きたが、それは表面上のこと
であって、一・歩踏み込んでみ ると、様々な問
題がひそんでいる」 として、例えば 「大規模
な中学 ・高校で は教 師の連携が きわめて弱
く、バ ラバ ラであるような場合 もないわけで
はない」という。そ して現在、従来の 「『共同』
文化が崩れたにもかかわらず、それに変わる
べ き 「協働』文化が未だ幅広 く定着 していな
いなかで、同僚 間教員連携が混乱 している」
状況になっているとい う。そ して 「協働」関
係 を確立するためには 「学校 と学校 を取 り巻
く環境の両者の状況変化 を分析 しつつ、自分
たちの教育実践 を対象化 して分析す る作業」
が重要な課題 となっているとしている。(4)
これか らは、教師一人一人が、 自分のでき
る得意 なところ、で きない苦手なところを認
識 し、学校全体で協働す る文化を創 り上げて
生徒 を育ててゆ くことが望 まれている。
ではこの ような力量 を大学の教職課程で学
ぶ学生 に身につけ させ るにはどうしたらよい
か。人間力 をつけるということは、オー ソド
ックスに学問を学び人格 を形成 してゆ くこと
になろう。その中で特 にコミュニケーション
能力 を高めてゆ くことが必要だ と思 われる。
具体的には、模擬授業の実践 などを経験 しな
がら他の学生 と協力 して授業改善 について積
極的に学ぼうとする姿勢が望 まれる。
とす ると、今後の研究課題 としては次のこ
とが考えられる。授業構成法や授業構成法演
習の授業のなかで、人格形成や コミュニケー
ション能力をつけるための授業方法の検討で
ある。私は2010年度の授業の中で、模擬授業
実施後 にその授業の改善 に関 して学生同士 に
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話 し合いを行わせ てきた。学生同士の話 し合
いは、学生 に授業改善に関する多面的な視点
を認識 させ ることには効果があったと思われ
る。 しか し学生同士の話 し合いであるがゆえ
に、 また指導のいたらなさのゆえに、授業改
善の内容に関す る認識は不十分だった と思 わ
れる。今後は、学生同士に話 し合いをさせ な
が ら、多面的な視点の認識だけでな く、授業
改善の内容 に関する認識 を深めるための方策
を考えてみたい。
また2年 後には 「教職実践演習」が開講さ
れることになる。そこでは学生が教師 として
必要なコ ミュニケーション能力を身につける
ことがで きるような内容が求め られる。具体
的な教育内容を先進的な試みに学びなが ら開
発 してゆ くことも課題 となろ う。
最後に、つたない考察に対するみなさまの
ご批判 をお願いするとともに、私の個人的な
経験をまとめる機会 を与 えて くださったこと
に感謝 してこの稿 を終 えたい。
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